










付録 A 定理 4.1の計算 12
1 導入
X を C上のスキーム，mを非負整数とする． C上の射 Spec C[t]=(tm+1) ! X を X









面特異点で最も易しいモダリティ 0のものは An 型特異点では Nash([2])，Dn; En 型特異
点では Plenat{Mourtada([3],[4]) による計算結果がある．次に易しいモダリティ 1 の場
合を考える．単純楕円型特異点の場合，既約成分の個数は 1個で問題は自明である．また

















定義 2.1. X をC上のスキーム，mを非負整数とする． C上の射 Spec C[t]=(tm+1)! X
を X のm次のジェットと呼ぶ．X のm次のジェット全体 Xm にはスキームの構造が入
り，X のm次ジェット空間という．C上の射 Spec C[[t]]! X をX のアークと呼び，X
のアーク全体 X1 を X の弧空間という．
定義 2.2. 整域 Aが自身の商体の中で整閉のとき，正規環であるという．
代数多様体 X の構造層を O とする．任意の x 2 X に対し，茎 Ox が正規環であると
き代数多様体 X は正規であるという．
定義 2.3. X を代数多様体とし，SingX をX の特異点の集合とする．固有射 f : Y ! X
について，Y が非特異であり，f jY nf 1(SingX) : Y n f 1(SingX)! X n SingX が同型
になっている時，この f または Y を X の特異点解消と呼ぶ．
定義 2.4. 正規特異点を持つ代数多様体 X の特異点解消 f : Y ! X が最小特異点解
消であるとは，任意の特異点解消 g : Z ! X に対して h : Z ! Y が一意的に存在して
g = f  hと分解することである．
2
図 1 最小特異点解消
定義より最小特異点が存在すれば，それは X 上の同型を除いて一意的である．特に 2
次元代数多様体について以下が知られている．
定理 2.5. 　 2次元正規代数多様体 X に対し，その最小特異点解消は必ず存在する．
3 ナッシュ問題と特異点
本論文の問題について述べるために必要な準備をする．
定義 3.1. X を代数多様体とし，g : X1 ! X を正規多様体 X1 からの固有双有理射，
E  X1 を既約因子とする．f : X2 ! X を正規多様体 X2 からの固有双有理射とする．
双有理写像（写像になっているとは限らない）f 1  g : X1 99K X2 は E の空でない開
集合上 E0 上で写像として定義されている．(f 1  g)(E0)の閉包を E の X2 における中
心と言う．
定義 3.2. 代数多様体の固有射 f : Y ! X が有限であるとは，任意の x 2 X に対して，
逆像 f 1(x)が有限集合となる事とする．また，固有射 f : Y ! X が広義有限であると
は，空でない開集合 U が存在して f jf 1(U) : f 1(U)! U が有限となる事とする．
定義 3.3. U を f jf 1(U) が有限となる最大の開集合とし，閉集合 Y n f 1(U)の成分 E
で dimE > dim f(E) となるものの和集合を例外集合と呼ぶ．例外集合に含まれる因子
を例外因子と呼ぶ．任意の特異点解消 f : Y ! X に対し，例外因子 E の Y における中
心が f 1(SingX)の既約成分になっている場合 E を X の本質的因子と呼ぶ．
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定義 3.4. 射
 : X1 ! X
について， 1(SingX)の既約成分を X のナッシュ成分と呼ぶ．
ナッシュは以下の問題を提起した．
問題. 代数多様体 X の弧空間のナッシュ成分と X の本質的因子は一対一に対応するか．
X が 2次元の場合，以下が知られている．
定理 3.5 (Bobadilla{Pereira, 2013). X が 2次元の場合，ナッシュ問題は肯定的である．
なお，3次元以上では反例が存在し，否定的に解決されていた．
以降本論文では原点のみに特異点を持つ 2次元正規多様体 (X; o)に限り議論する．こ
のとき，本質的因子は定理 2.5より最小特異点解消に現れる例外因子と一致する．
定義 3.6. 2次元の原点のみに正規特異点を持つ代数多様体 (X; o)の分解次数を以下のよ
うに定める．
(Xm の既約成分の個数)=(代数多様体 X の弧空間のナッシュ成分の個数) となる最小
のm.
最小値が存在しない場合は分解次数は1とする．
既約分解に関する既知の結果として，An; Dn; E6; E7; E8 については知られている．こ






例外型　 1; 2; 3
2次元例外型ユニモジュラー特異点は次の 14種である．ただし a 2 Cはパラメータで
ある．
 Q10 : x2z + y3 + z4 + ayz3
 Q11 : x2z + y3 + yz3 + az5
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 Q12 : x2z + y3 + z5 + ayz4
 S11 : x2z + yz2 + y4 + ay3z
 S12 : x2z + yz2 + xy3 + ay5
 U12 : x3 + y3 + z4 + axyz2
 Z11 : x3y + y5 + z2 + axy4
 Z12 : x3y + xy4 + z2 + ay6
 Z13 : x3y + y6 + z2 + axy5
 W12 : x4 + y5 + z2 + ax2y3
 W13 : x4 + xy4 + z2 + ay6
 E12 : x3 + y7 + z2 + axy5
 E13 : x3 + xy5 + z2 + ay8
 E14 : x3 + y8 + z2 + axy6
この最小特異点解消の本質的因子の個数は以下の通り．
個数　 分類　
1個　 Q10; Z11; E12
2個　 Q11; S11; Z12;W12; E13







Q11 　 4 2
Q12 　 　 4次以上 3
　　S11 　 3 2
S12 　 4次以上 3
U12 　 3 3
Z11 　既約 1
Z12 　 5以下 2
Z13 　 4次以上 3
W12 　 4 2
W13 　 5 3
E12 　既約 1
E13 　 7 2
E14 　 6次以上 3
証明. f(x; y; z) 2 C[x; y; z] とし，X = (x; y; z) 2 C3jf(x; y; z) = 0	 は原点のみに孤
立特異点を持つとする．m次のジェットは環準同型
C[x; y; z]! C[[t]]=(tm+1)











とおく．原点に台を持つので x0 = y0 = z0 = 0 である．Xm は C3m =

























izi とおく．ここで 0; 1; 2次のジェット空間の定義多項式は 0である．
3次のジェット空間の定義多項式は x21z1 + y31 で既約．



















= (z81 + 6y1y2z
5
1   2y21z41z2 + 9y21y22z21 + 4x22y1z31   6y31y2z1z2 + y41z22 ;
  x1z41 + 2x2y21z1   3x1y1y2z1 + x1y21z2; y1z41 + 3y21y2z1 + 2x1x2z21   y31z2;
z61 + 3y1y2z
3











1z1) \ (y21 ; x1y1; y1z21 + 2x1x2; x21)
となる．
よって




1   2y21z41z2 + 9y21y22z21 + 4x22y1z31   6y31y2z1z2 + y41z22 ;
  x1z41 + 2x2y21z1   3x1y1y2z1 + x1y21z2; y1z41 + 3y21y2z1 + 2x1x2z21   y31z2;
z61 + 3y1y2z
3











1z1) [ V (y21 ; x1y1; y1z21 + 2x1x2; x21)
となり分解された．
Q11 のナッシュ成分は 2つなので分解次数は 4である．








izi とおく．ここで 0; 1次のジェット空間の定義多項式は 0である．
2次のジェット空間の定義多項式は z1 で既約．
3次のジェット空間の定義多項式は 0である．
4次のジェット空間の定義多項式は x41 + z22 であり，i =
p 1とおくと
X4 = V (z1; x
2
1 + z2i) [ V (z1; x21   z2i)
と 2つの成分に分解された．
5次のジェット空間の定義多項式は 4x31x2 + x1y41 + 2z2z3 であり，





1 + z2i) [ V (z1; 16x22z22   8x2y41z2i  y81   4z2z23i;
2x1z3 + 4x2z2i
2 + y41i; 4x1x2z2   x1y41i  2z2z3i; x21   z2i)
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と分解された．




1) = (z1) \ (x21 + y1z1); (x41 + z22) = (x21 + iz2) \ (x21   iz2)よりそれぞれ
分解次数が定まる．
分解次数が確定したもののうち可約なものの分解の様子は次のグラフで表される．ここ
でグラフの最下部は 1 次のジェット空間を表す．上に進むにつれて 1 ずつ次数が上がっ
ていき，分解したところでグラフが分岐する．
図 2 Q11;W12 の分解
図 3 S11 の分解
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図 4 U12 の分解
図 5 W13 の分解
9
図 6 E13 の分解
定理 4.2. 　 Q11; S11; U12; Z12;W12;W13; E13 についてパラメーターを任意の複素数と
しても分解次数は変化しない．
証明. Q11; S11; U12; Z12;W12;W13; E13 について分解次数とその定義多項式の持つパラ
メーターを含む項は以下のようになる．
特異点　 分解次数　 パラメーター項　
Q11 　 4 az5
S11 　 3 ay3z












定理 4.1 では SINGULAR を用いて計算を行ったが少し次数が大きくなるだけでコン
ピューターが計算に耐えられなくなってまった．もう少し計算を軽くする方法はないだろ
うか．
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